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第６４号
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夕日に染まる岩櫃山

町
議
会
に
声
を
届
け
る
に
は
？
…
…
…
５
ペ
ー
ジ

東
吾
妻
中
３
年
生
、
議
会
を
学
ぶ
…
…
16
ペ
ー
ジ

特 集



　
　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３

億
５
４
０
９
万
２
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
86
億
４
６
７
７
万
７
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容

・
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
事
業　

　
　
　

１
億
７
１
７
７
万
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
事
業　

　
　
　

１
億
４
８
２
４
万
円

・
定
住
促
進
事
業
住
宅
取
得

奨
励
補
助
金　

８
７
０
万
円

・
住
宅
新
築
改
修
等
補
助
金

　
　
　
　
　
　

５
４
０
万
円

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金　
　
　

１
０
０
０
万
円

・
東
吾
妻
町
観
光
協
会
補
助

金　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

　
質
　
疑

議
員
　 

民
生
費
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
済
対
策

と
し
て
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
に
対
し
10
万
円
の
給
付
が

決
ま
っ
た
が
、
内
訳
を
見
る

と
5
万
円
の
現
金
と
ク
ー
ポ

ン
券
の
5
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
に
は

多
額
の
経
費
が
か
る
の
で
、

削
減
の
た
め
に
は
現
金
給
付

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

衆
議
院
予
算
委
員
会

で
、
自
治
体
の
判
断
で
年
内

10
万
円
一
括
給
付
も
選
択
肢

の
ひ
と
つ
と
し
て
加
え
た
い

と
い
う
岸
田
総
理
の
発
言
が

あ
っ
た
の
で
、
年
内
一
括
給

付
の
方
向
で
、
す
で
に
準
備

に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号　 ２

　　明るく誰もが住みよい町に　　　　  観光 ･中小企業＆子育て支援
　　　

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど

●
町
長
か
ら
は
12
件
（
条
例
関
係
４
件
、
補
正
予
算

５
件
、
そ
の
他
３
件
）
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
議
案
な
ど
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

な
お
、
町
政
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
登
壇

し
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。（
10
か
ら
15
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

補正
予算

令
和
３
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

会　　計　　名 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 億 万円 億 万円

国民健康保険特別会計 事業勘定 万円 億 万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 万円 億 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 万円 億 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 万円 億 万円

令和３年度　補正予算一覧

笑顔でお散歩うれしいね（はらまち保育所）にぎわうドッグラン（道の駅あがつま峡）

12 月定例会で決まったこと12 月定例会で決まったこと        会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　
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　　明るく誰もが住みよい町に　　　　  観光 ･中小企業＆子育て支援
　　　

あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
の

集
会
所
を
廃
止

■
東
吾
妻
町
集
会
所
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
及
び

東
吾
妻
町
集
会
所
利
用
料
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　
10
年
以
上
利
用
実
績
の
な

い
あ
が
つ
ま
共
同
霊
園
の
集

会
所
と
し
て
の
利
用
を
廃
止

し
、
物
置
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
消
防
団
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
が

増
額
に
な
り
ま
し
た
。

火
災
・
災
害
出
動

２
４
０
０
円
↓
８
０
０
０
円

特
別
出
動（
行
方
不
明
人
捜
索
等
）

４
０
０
０
円
↓
８
０
０
０
円

　■
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
傷
病

手
当
支
給
が
、
令
和
３
年
12

月
31
日
ま
で
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

■
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

出
産
育
児
一
時
金
の
内
訳

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
東
吾
妻
町
議
会
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 　
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
第
20
条

の
３
第
１
項
に
定
め
ら
れ
て

い
た
地
方
公
共
団
体
実
行
計

画
が
、
第
21
条
第
１
項
に
条

項
が
ず
れ
た
こ
と
に
よ
る
改

正
で
す
。

  

かっこいい衣装で記念撮影（にんぱく）

そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

条
例
関
係
　

「
人
権
尊
重
の
町
」
宣
言

人権
宣言

たくさん練習した発表会（はらまちこども園）

    

全
て
の
人
々
の
基
本
的

な
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
自

由
で
平
等
な
社
会
の
実
現

は
、
人
類
共
通
の
願
い
で

す
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
現
実

の
社
会
に
お
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
の
事

象
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
人
権
が
侵
害

さ
れ
る
こ
と
は
、
い
か
な

る
理
由
が
あ
っ
て
も
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

  

町
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

全
て
の
人
々
の
人
権
が
守

ら
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い

社
会
を
築
く
た
め
、
こ
こ

に
東
吾
妻
町
を
「
人
権
尊

重
の
町
」
と
す
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

　    12 月定例会で決まったこと12 月定例会で決まったこと        会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　会期：12 月６日～ 15 日（10 日間）　　　　

廃
止
が
決
定
し
た
集
会
所



工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結

（
大
沢
橋
補
修
工
事
）

　

70
万
４
０
０
０
円
減
額
の

変
更
契
約
。

●
変
更
契
約
金
額
…
６
０

３
４
万
６
０
０
０
円

●
契
約
相
手
…
池
原
工
業

株
式
会
社　

代
表
取
締
役

　

池
原　

純
（
原
町
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更
締
結

（
太
田
小
学
校
校
舎
改
修
工
事
）

　

８
８
６
万
６
０
０
０
円
増

額
の
変
更
契
約
。

●
契
約
金
額
…
２
億
９
０

６
万
６
０
０
０
円

●
契
約
相
手
…
池
原
工
業

株
式
会
社　

代
表
取
締
役

　

池
原　

純
（
原
町
）

　

　
水
仙
ち
ゃ
ん
が
、
議
会
の

傍
聴
に
来
ま
し
た
。
そ
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

議
会
は
特
別
な
場
合
を

除
き
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
議
会
事
務
局
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、

ま
た
群
馬
県
人
事
委
員
会

の
勧
告
も
考
慮
し
て
、
期
末

手
当
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

･

12
月
１
日
よ
り
議
会
議
員
、

特
別
職
、
一
般
職
員
の
期
末

手
当
を
年
間
０
・
15
月
分
の

減
額
と
し
、
４
月
１
日
よ
り

０
・
０
７
５
月
分
ず
つ
減
額

し
ま
す
。

・
12
月
１
日
よ
り
再
任
用
職

員
の
期
末
手
当
を
年
間
０
・

１
月
分
の
減
額
と
し
、
４
月

１
日
よ
り
０
・
05
月
分
ず
つ

減
額
し
ま
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年

度
任
用
職
員
は
、
今
年
度
の

減
額
は
見
送
り
、
4
月
１
日

よ
り
０
･
０
７
５
月
分
ず

つ
減
額
し
ま
す
。

東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号　 ４

令
和
３
年

　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　
（
11
月
29
日
）

議
員
や
特
別
職
、
職
員

の
給
与
等
が
改
正

①
役
場
３
階
、
こ
こ
が
議
会
棟

入
口
で
す
。

②
議
会
事
務
局
の
窓
口
で
、
傍

聴
券
に
住
所
・
氏
名
･
年
齢
を

記
入
し
、
受
付
を
し
ま
す
。

④
ロ
ビ
ー
で
、
モ
ニ
タ
ー
越
し

に
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑤
お
帰
り
の
際
は
、
傍
聴
券
を

窓
口
に
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

検温・消毒も

忘れずに！

密をさけられ

て、イイネ！

さあ、行って
見よう！

傍聴席では静かに。
③
い
よ
い
よ
議
場
の
傍
聴
席
へ
。

今回の陳情
陳

情

趣旨
採択

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄
県外・国外移転について国民的議論を行い、憲
法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとす
る意見書の採択を求める陳情

「新しい提案」実行委員会
 　責任者　安里長従ほか１名

総務建設常任委員会

陳

情

趣旨
採択

安全・安心の医療・介護・福祉を確立し国民の
いのちと健康を守るための国に対する意見書を
求める陳情書

 群馬県医療労働組合連合会
   中央執行委員長　出浦匠人

文教厚生常任委員会

臨時会ではこんなこと
が決まりました。

改修中の太田小学校



５  東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号

町
議
会
に
声
を

届
け
る
に
は
？

請
願･

陳
情

　
　
　

っ
て
何
？

　

今
回
は
、
町
議
会
に
皆
さ

ん
の
声
を
届
け
る
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

　　

町
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
町

政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
要

望
の
う
ち
、
町
議
会
議
員
の

紹
介
が
あ
る
も
の
を
請
願
、

紹
介
の
な
い
も
の
を
陳
情
と

言
い
ま
す
。

請願 ･ 陳情の流れ

好評につき    
特　　集第２弾！！

議会運営委員会で受け付
けられた請願 ･ 陳情は、
本会議で各常任委員会に
付託されます。

請願・陳情者は委員会で
説明する機会がありま
す。その後、委員会で慎
重に審査されます。

本会議では、委員長から
審査結果の報告があり、
審議を経て採択 ･不採択
などが議決されます。

本会議で委員会付託 委員会で審査 本会議で決定

町や国・県へ送付町からの経過報告

結果は請願 ･ 陳情者へ報
告され、採択となったも
のは関係行政庁（町・国・
県）などに送付されます。

町は必ず実行する義務は
ありませんが、議会の総
意として尊重し、処理状
況や経過を年２回議会に
報告します。

今回はココ！

06 議会だよりでお知らせ
12 月議会では、６ペー
ジの表の通り報告があり
ました。特に進展があっ
たものを７～８ページで
紹介します。

05 04

　その他にも、 議会報告会では議員が直接皆さん
のご意見をお伺いします。
　今年は新型コロナウイルスまん延防止により報告
会が中止となりましたので、 皆さんからのご意見の
募集をしています。 ご意見は議会だより紙面で紹
介するだけでなく、 委員会での質疑や一般質問な
どの参考とし、 皆さんからの声を町に届けるよう努
力していきます。

郵送：〒 377-0892　東吾妻町大字原町 1046
　　　東吾妻町議会　議会広報特別委員会宛
ＦＡＸ：0279-68-5300
メール：gikai@town.higashiagatsuma.gunma.jp

＊住所・お名前 ･年齢 ･連絡先を記載してください。
＊ご意見は議会だよりに掲載することがあります。

もっと気軽にできないの？

隣が芸術なら、
　東吾妻は音楽の町に！

　　　　　　　　畑山　親雄さん（川戸）

　昨年から自宅を改造し、自由に音楽を
楽しめるカフェを経営しています。
　中之条町がビエンナーレなら、ロック
な町東吾妻は音楽で盛り上がっていきま
せんか。自分の楽器を持ち込んで気軽に
演奏できる自由参加型の音楽イベントを
定期的に開催したらどうでしょう。
　町をイメージした曲「AGATSUMAの風」
も町の子どもたちにもっと聞いてもらえ
たらうれしいです。

わたしも一言！

はたやま　　ちかお



東吾妻町議会だより　令和 4 年 2 月１日　６４号　６

№ 採択議会 担当課
処理
状況

要望箇所

1 平成２１年６月採択 農林課 処理中
町道3005号線
(本宿上の原)

2 平成２２年１２月採択 建設課 処理中
町道程岩・堂ヶ
沢線(泉沢地内)

3 平成２３年６月採択 建設課 処理中
町道鳩の湯線
（本宿地内）

4 平成２５年３月採択 まちづくり推進課 処理中 坂上地区萩生

5 平成２５年９月採択 まちづくり推進課 処理中

6 平成２５年１２月採択 企画課 完結 NO.７で対応

7 平成２５年１２月採択 企画課 処理中 坂上地区

8 平成２６年３月採択 建設課 処理中
町道新井･横谷･松谷
線(厚田～三島間)

9 平成２６年６月採択 建設課 未決
町道3068号線

（大戸上宿地内）

10 平成２６年９月採択 建設課 未決
町道5267号線

（郷原辻地内）

11 平成２６年１２月採択 まちづくり推進課 処理中 坂上地区萩生

12 平成２７年３月 採択 農林課 未決 十二ヶ原

13 平成２７年３月 採択 建設課 処理中
町道鳩の湯線
（本宿地内）

14 平成２７年９月採択 建設課 未決
町道岩下川中線石上

橋

15 平成２７年９月採択 社会教育課 未決

16 平成２７年１２月採択 まちづくり推進課 未決
坂上地区本宿（坂上

薬局付近）

17 平成２７年１２月採択 建設課 処理中
町道5085号線（原町

上野在下地内）

18 平成２７年１２月採択 建設課 未決 原町地区

19 平成２８年９月採択 建設課 未決
町道新井･横谷･松谷
線(三島唐堀地内)

20 令和元年９月採択 建設課 処理中
町道本宿･日向線
（本宿地内）

21 令和元年９月採択 学校教育課 未決

22 令和２年６月採択 建設課 処理中
町道5242号線（郷原

古谷地内）

23 令和２年１２月採択 建設課 未決
深沢川支流（川戸上

之宮地内）

陳情件名

町道３００５号線（本宿上の原）舗装工事のお
願い

町道程岩・堂ヶ沢線改修工事を求める陳情

「農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（農
林水産省）」事業等導入促進に関する請願書

地元小規模零細商業者への東吾妻町公共施設の
発注拡大に関する陳情

陳情書 町道鳩の湯線の拡幅改良について

町道長寿園線の改良工事に関する陳情書（関谷
区長）

橋梁の架け替えと町道拡幅に関する陳情

東吾妻町弓道場の新設に関する陳情書

安心して住み続けられる坂上地区づくりに関す
る陳情（トイレ・ＧＳ・直売所）

十二ヶ原第二畜産団地の排水について【請願】
（植栗区長）

東吾妻町立小学校におけるフッ化物洗口実施に
関する陳情

町道５２４２号線改良の請願

河川からの越水被害に関する陳情

上信自動車道の開通に伴う発展政策提言の陳情
書

町道新井・横谷・松谷線拡幅のお願い

日向地区の町道並びに上本丸橋改修に関する陳
情

陳情書　(坂上地区からガソリンスタンドを無く
さないために早急に対策を) (大戸診療所友の会）

町道５０８５号線拡幅改良工事に関する陳情書

陳情書　(坂上地区にガソリンスタンドを確保するた
め、事業者の確保と支援を）(坂上地区区長会長会）

陳情書　町道新井・横谷・松谷線(厚田～三島
間)の拡幅改良工事

陳情書　公衆用道路の拡幅改良について（大戸
上宿区長）

陳情書　町道５２６７号線の道路拡幅改良工事
（辻区長）

萩生地区活性化拠点 観光案内看板・休憩所設置
に関する陳情（萩生地区活性化推進委員会）

過去に採択された請願・陳情処理経過一覧

　未決・・・どのような方法で行うか決定されていない　　　処理中・・・着手し進行中



進展のあった請願・陳情

大柏木川原湯トンネル

新たな車の流れで
                       　  地域の活性化なるか？

完結･処理中

７  東吾妻町議会だより　令和 4 年 2 月１日　６４号

処理中・未決

  

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　
　

町
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
や

　

要
望
を
「
請
願
」「
陳
情
」
と
し
て
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
吾
妻
町
議
会
議
員
の
紹
介
が
あ

　

る
も
の
を
請
願
と
い
い
、
紹
介
の
な

　

い
も
の
を
陳
情
と
い
い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き
方
と
提
出
方
法

　
・
受
付
締
切
日

　
　

定
例
会
前
に
開
か
れ
る
議
会
運
営

　

委
員
会
の
前
日
（
土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
、
そ
の
前
日
の
午
後
５
時
15

　

分
ま
で
）

　
・
必
要
記
載
事
項

　
　

請
願
（
陳
情
）
の
表
題
、
請
願
（
陳

　

情
）
の
趣
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、

　

請
願
（
陳
情
）
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

電
話
番
号
、
署
名
（
ま
た
は
記
名
押
印
）

　
　

な
お
、
請
願
の
場
合
は
、
紹
介
議

　

員
の
署
名
（
ま
た
は
記
名
押
印
）

　

あ
て
先
（
東
吾
妻
町
議
会
議
長
）

　

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局
（
議
長
宛
）

　
・
そ
の
他
…
邦
文
で
記
載
し
て
く
だ

　

さ
い
。

No. ６，７　坂上地区に
          ガソリンスタンドの確保を

　坂上地区にガソリンスタンドがなくなっ

て数年経ったことを受け、６を完結とし、

今後は７で対応することとします。

　町内事業者との経営参入の協議では、初

期投資費用を除いても赤字となり経営でき

ない旨の回答でしたが、交通量の増加や、

地域ニーズを踏まえ、検討していきたいと

の報告がありました。

No.11　萩生地区活性化拠点
No.16　安心して住み続けられ
る坂上地区づくり

　萩生地区にトイレ（H26）休憩所（H27)

は完成。令和２年に観光協会と連携し、観

光案内看板の設置が完了。

　No.17 は大柏木入口付近のことだが、萩

生地区と隣接しており、トイレ・休憩所は

設置済と捉えている。この付近の新たな設

置は、今後交通量の増加や地域ニーズを踏

まえて検討するとの報告がありました。
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No. ３　町道鳩の湯線の拡幅改良

　令和２年度で工事完了、令和３年度で用地

補償完了予定との報告がありました。

処理中（完結予定）

No.17　町道 5085 号線（上野在下）拡幅改
良工事

　令和元年度詳細設計実地、令和３年度か

ら道路改良工事着工との報告がありました。

処理中

危険箇所をなくし、安全な道路を！

工事が終了した町道鳩の湯線

進展のあった請願・陳情

処理中
No.22　町道 5242 号線（古谷）改良工事

　令和２年度に路肩の一部を補修・拡幅。

令和３年度も維持工事で路肩の一部を補修・

拡幅予定との報告がありました。

No.13　町道長寿園線の改良工事

　令和元年度から道路改良工事着工、令和３

年度で工事完了予定との報告がありました。

処理中（完結予定）

 

今
回
の
表
紙
を
飾
っ
た

写
真
は
、
富
澤
一
也
さ
ん

（
岩
井
）
の
撮
影
で
す
。

　

十
二
ヶ
原
よ
り
深
沢
林

道
に
向
か
う
途
中
で
撮
影

し
た
岩
櫃
山
。
普
段
目
に

す
る
荒
々
し
い
姿
と
は
印

象
の
異
な
る
、
幻
想
的
な

美
し
い
風
景
で
す
。

　

引
き
続
き
、
「
議
会
だ

よ
り
」
の
表
紙
に
掲
載
す

る
町
の
「
風
景
」
や
「
行
事
」

な
ど
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　

　

最
近
マ
ス
ク
の
下
の
笑

顔
を
見
る
機
会
が
減
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
次
号
は
、

春
の
写
真
・
笑
顔
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
表
紙
と
な
る

よ
う
、
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
東
吾
妻
町

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
→

次回 5月発行
締切は、
3月 25 日です。

採用
！ 表

紙
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

晴れの日の清々しい笑顔などで日々の成長の思い出や 表紙を飾って
みませんか。



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/29

東吾妻町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/29

東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/29

東吾妻町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11/29

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

東吾妻町消防団条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町国民健康保険条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町集会所設置及び管理に関する条例及び東吾妻町集会所利用料条例を廃
止する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和３年度東吾妻町一般会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和３年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和３年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和３年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和３年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

「人権尊重の町」宣言 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

工事請負契約の変更締結（大沢橋補修工事） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

工事請負契約の変更締結（太田小学校校舎改修工事） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的
議論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択
を求める陳情 ＊委員会の趣旨採択に対し

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

安全・安心の医療・介護・福祉を確立し国民のいのちと健康を守るための国に
対する意見書を求める陳情書　＊委員会の趣旨採択に対し

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町議会基本条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第３回　臨時会（令和３年１１月２９日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第４回　定例会（令和３年１２月６日～１５日）

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数
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議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
や
円
滑
な
議
会
活

動
の
た
め
、
令
和
３
年

６
月
議
会
よ
り
、
試
行

的
に
本
会
議
や
委
員
会

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
を
始
め
ま
し
た
。

11
月
か
ら
は
、
週
１

回
の
ペ
ー
ス
で
自
由
参

加
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
勉
強

会
を
開
催
。
得
意
な
議

員
が
講
師
役
を
務
め
、

30
代
か
ら
70
代
ま
で
の

議
員
が
自
主
的
に
集
ま

り
勉
強
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
本
格
導
入
を

目
指
し
、
町
議
会
で
で

き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え

て
い
き
ま
す
。　

ペーパーレス化に向け

頑張っています

タ
ブ
レ
ッ
ト
勉
強
会



　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応

答
は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。
本

会
議
中
の
正
確
な
や
り
取
り
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
（
３
月
中
に
掲
載
予

定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号　１０

町
長
の
選
挙
公
約
の
達
成
状

況
に
つ
い
て

Q
既
存
事
業
の
改
善
や
見

直
し
を
行
い
、
行
政
改

革
を
進
め
合
理
的
で
活
力
あ

る
行
政
を
確
立
す
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
達
成
状
況
は
。

A
財
政
調
整
基
金
等
の
基

金
残
高
は
、
平
成
21
年

度
決
算
で
は
23
億
１
0
0
0

万
円
だ
っ
た
が
、
今
年
９
月

末
現
在
に
は
53
億
６
0
0
0

万
円
と
大
幅
に
増
額
し
た
。

財
政
指
標
に
つ
い
て
も
、
実

質
公
債
費
比
率
は
平
成
21
年

度
決
算
で
17
・
８
％
が
、
令

和
２
年
度
決
算
で
11
・
４
％

に
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平

成
21
年
度
決
算
で
１
５
５
・

５
％
が
、
令
和
２
年
度
決
算

で
は
44
・
４
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
た
。

Q
子
育
て
し
や
す
い
町
づ

く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
実
績
が
あ
る
か
。

A
１
歳
・
２
歳
の
乳
幼
児

の
子
育
て
支
援
金
、
小

中
学
校
の
入
学
祝
金
、
給
食

費
の
無
料
化
、
中
学
校
を
統

合
し
、
東
吾
妻
中
学
校
の
開

校
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
な
ど
様
々
な
子
育
て
支

援
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
全

地
区
に
学
童
保
育
を
開
設
、

は
ら
ま
ち
こ
ど
も
園
の
増
設

や
は
ら
ま
ち
保
育
所
の
新
築

を
行
っ
た
。

Q
若
者
の
定
住
促
進
策
で

は
ど
の
よ
う
な
事
業
を

し
た
か
。

A
40
歳
未
満
の
夫
婦
に
新

生
活
の
た
め
の
住
居
費
、

引
っ
越
し
費
用
を
補
助
す
る

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
を

創
設
し
、
ま
た
40
歳
未
満
の

若
者
へ
上
限
１
５
０
万
円
の

補
助
を
行
う
定
住
促
進
事
業

住
宅
取
得
奨
励
補
助
金
は
71

件
の
実
績
が
あ
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
が
２
年
と
続
き

収
束
が
見
え
な
い
中
、
地
域

経
済
が
低
迷
し
て
い
る
が
、

対
策
の
実
績
は
。

A
地
域
経
済
の
救
済
に
19

億
円
を
超
え
る
緊
急
経

済
対
策
を
実
施
し
、
今
後
も

的
確
に
状
況
を
判
断
し
、
対

策
を
行
う
。

Q
Ｒ
４
年
４
月
に
中
澤
町

長
の
任
期
満
了
と
な
る

が
、
４
期
目
出
馬
の
意
向
は

あ
る
か
。

A
引
き
続
き
、
夢
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化

を
大
切
に
し
て
、
活
力
あ
る

東
吾
妻
町
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績

を
活
か
し
て
集
大
成
の
４
年

間
を
全
身
全
霊
で
取
り
組
み

た
い
。

 

　6議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問

次
期
町
長
選
挙
の
４
期
目
出

馬
の
意
向
は

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
活
か

し
て
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
た
い

ＱA

さ と み た け お　　　　　　

里見武男議員

新
築
し
た
は
ら
ま
ち
保
育
所

で
の
お
い
し
い
給
食
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高
等
教
育
空
白
地
問
題

　

平
成
30
年
に
吾
妻
高
校
が

統
合
し
、
当
町
は
高
等
教
育

空
白
地
と
な
っ
た
。
町
民
の

シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
か
っ
た
。

Q
当
町
が
高
等
教
育
空
白

地
と
な
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
J
R
群
馬
原
町
駅
の
乗

降
者
数
が
減
少
し
た
こ

と
で
地
元
経
済
へ
の
影
響
が

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

Q
高
校
休
学
、
も
し
く
は

退
学
な
ど
諸
事
情
で
通

学
で
き
て
い
な
い
当
町
の
学

生
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

A
福
祉
関
係
で
一
部
把
握

し
て
い
る
が
、
個
人
情

報
に
関
わ
る
部
分
も
あ
り
全

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

Q
県
も
自
治
体
ご
と
の
数

は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
町
と
し
て
こ
の
情
報
取

得
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
こ
の
案
件
を
県
教
育
長

会
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。（
教
育
長
）

町
の
高
等
教
育
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
？

Q
町
と
し
て
将
来
の
高
等

教
育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
か
。

A
現
時
点
で
特
に
検
討
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
。

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
義
務
教

育
に
重
点
を
お
き
、
一
人
も

取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。（
教
育
長
）

Q
岸
田
首
相
の
所
信
表
明

演
説
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
が
明
言
さ

れ
、
予
算
４
千
億
円
で
地
方

の
教
育
と
人
材
育
成
等
に
も

投
入
さ
れ
る
。

　

町
と
し
て
積
極
的
に
予
算

獲
得
に
動
く
考
え
は
な
い
か
。

A
し
っ
か
り
と
内
容
を
把

握
し
、
担
当
課
と
も
協

議
し
て
い
き
た
い
。

全
町
民
た
め
の
教
育
を
核
に

し
た
交
流
拠
点
の
設
置
を

Q
当
町
の
様
々
な
問
題
を

解
決
す
る
「
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

を
求
め
る
。
※
資
料
参
照

　

当
町
は
古
く
か
ら
教
育
熱

心
な
土
地
柄
で
あ
り
、
教
育

と
人
材
育
成
こ
そ
が
町
の
未

来
を
創
る
最
良
の
手
段
。
町

長
の
見
解
は
い
か
が
か
。　

A
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
時
代
。
新

た
な
教
育
と
し
て
町
に
も
重

要
な
課
題
。
教
育
委
員
会
と

も
協
力
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   吾妻で大学進学や海外留学を実現する

「オンライン学習センター」の設置を

コロナ以降、新たな教育の重要な課題 
として教育委員会と協力して取り組む

　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

い の う え ひ で き　　　　　

井上日出来議員

資料作成　井上日出来　
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Q
道
路
交
通
法
が
２
０
１

７
年
３
月
12
日
に
一
部

改
正
さ
れ
自
動
車
の
運
転
免

許
が
普
通
自
動
車
、
準
中
型

自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
大

型
自
動
車
の
４
区
分
に
変
更

さ
れ
て
い
る
が
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
る
か
。

A
自
動
車
運
転
免
許
証
台

帳
の
作
成
を
義
務
づ
け
、

業
務
で
使
用
す
る
車
両
が
運

転
可
能
か
の
判
断
や
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

Q
台
風
等
に
よ
り
災
害
現

場
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
用
し
た
り
業
務
上
、
刈
払

い
機
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
作
業
の
安
全
教
育
対

策
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
特
別
教
育
を
必
要
と
す

る
危
険
ま
た
は
有
害
な

業
務
の
ひ
と
つ
に
「
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
う
立
木

の
伐
木
、
か
か
り
木
の
処
理

又
は
造
伐
の
業
務
」
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
よ
り
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と

刈
払
い
機
の
講
習
会
を
職
員

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

Q
消
防
団
に
配
備
さ
れ
て

い
る
消
防
自
動
車
の
運

転
有
資
格
者
の
確
保
は
十
分

か
。A

令
和
元
年
度
に
策
定
し

た
「
消
防
団
員
自
動
車

運
転
免
許
取
得
費
補
助
金
」

を
活
用
し
若
年
層
の
運
転
者

確
保
に
努
め
て
い
る
。

Q
歩
道
の
除
雪

に
つ
い
て
歩

行
型
除
雪
機
が

必
要
と
思
う
が

対
策
は
。

A
人
口
減
少
、

過
疎
化
が
進

行
す
る
中
で
除

雪
体
制
の
再
構

築
が
必
要
と
考

え
る
。
除
排
雪
は

地
域
住
民
の
生

活
と
密
接
に
関

連
す
る
こ
と
か

ら
購
入
や
貸
出

し
事
業
も
検
討

し
た
い
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
は

Q
今
年
も
11
月
に
秋
田
県

の
養
鶏
場
で
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
、
12
月
に
は
千
葉
県
、
埼

玉
県
で
も
確
認
さ
れ
国
内
に

お
い
て
９
例
目
と
な
っ
た
。

当
町
で
の
対
策
は
。

A
全
国
い
つ
ど
こ
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
に
あ
り
、
11
月
に
消
毒

液
を
配
付
し
た
。
今
後
も
必

要
に
応
じ
消
石
灰
、
消
毒
薬

等
を
町
内
の
養
鶏
事
業
者
に

配
付
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Q
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
経
路
は
主
に
「
渡

り
鳥
」「
野
鳥
」「
小
動
物
」

等
と
思
わ
れ
る
が
感
染
対
策

は
。A

養
鶏
事
業
体
の
方
々
に

は
、
家
畜
伝
染
病
予
防

法
で
定
め
て
い
る
飼
養
衛
生

管
理
基
準
の
遵
守
の
徹
底
と

防
疫
対
策
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
民
の
方
々
に

も
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
回
覧
等
で
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

た か は し ひ ろ し　　　　　　

高 橋 弘 議 員

実
施
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

労
働
安
全
衛
生
教
育
対
策
は
万
全
か

労
働
安
全
衛
生
法
で
規
定
さ
れ
今
年
度

よ
り
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る

　　　　  
ＱA

養
鶏
場
内
の
様
子
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Q
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
、

ま
た
町
の
大
人
も
海
外
か
ら

の
お
客
さ
ま
に
触
れ
る
機
会

が
あ
る
。
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
の
英
語
に
触
れ
る
機
会
を

設
け
て
ほ
し
い
。

A
町
で
は
特
色
あ
る
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

幼
少
期
か
ら
発
達
段
階
に
応

じ
た
外
国
語
教
育
の
拡
充
や
、

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
国
際

交
流
体
験
の
提
供
な
ど
、
外

国
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
採
用
し
、
担
っ
て
い

た
だ
く
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
外
国
語
が
よ
り

身
近
に
な
る
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

町
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

河
川
の
護
岸
点
検
を
住
民

と
協
働
で

Q
令
和
元
年
台
風
19
号
で

は
想
定
以
上
の
水
量
で

護
岸
が
傷
み
大
き
な
修
理
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
護

岸
の
破
損
状
況
を
見
て
知
っ

て
い
た
住
民
も
い
た
。
小
さ

な
こ
と
で
も
町
に
通
報
で
き

る
よ
う
S
N
S
を
使
っ
た

通
報
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は

な
い
か
。

A
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
が

付
か
れ
た
こ
と
は
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
ば
す
ぐ
に
対

応
し
て
い
く
。
S
N
S
を
活

用
し
た
通
報
シ
ス
テ
ム
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

Q「
人
権
尊
重
の
町
」宣
言

が
今
定
例
会
で
可
決
さ

れ
た
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

い
う
こ
と
で
、
バ
リ
ア
を
見

抜
く
力
の
獲
得
、
解
決
す
る

た
め
の
行
動
に
つ
な
げ
、
お

互
い
尊
重
し
て
い
く
た
め
に

D
E
T
研
修
を
提
案
す
る
。

A
町
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
守

ら
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
築
く
た
め
提

案
し
た
。
障
害
平

等
研
修
D
E
T
も

大
切
な
課
題
で
大

変
良
い
講
座
な
の

で
検
討
す
る
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   町の特色ある英語教育の推進を

外国語教育コーディネーターを配置する

　　　　  　　　　  Ｑ

A

あ お や ぎ　　　　　　　　　　　

青柳はるみ議員

お
仕
事
中
の
盲
導
犬

外国人の客に対応する道の駅
の職員

ＤＥＴとは……
障害者差別解消法を
推進するための研修



Q
一
般
会
計
か
ら
水
道
事

業
会
計
に
２
０
０
０
万

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に

９
２
９
万
円
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
に
１
億
８
７
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

上
下
水
道
の
維
持
管
理
は
、

き
わ
め
て
重
要
な
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
が
、
町
の
取
り
組
み

は
。A

上
水
道
に
つ
い
て
は
50

年
、
１
０
０
年
先
を
見

据
え
て
経
営
の
効
率
化
・
健

全
化
を
図
り
安
全
な
水
を
供

給
で
き
る
よ
う
施
設
整
備
を

目
指
し
て
い
く
。
下
水
道
に

つ
い
て
は
現
在
あ
る
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
り
経
営
の
効

率
化
を
進
め
て
い
く
。

Q
地
域
に
19
あ
る
小
水
道

組
合
の
維
持
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

A
修
繕
等
に
対
し
て
町
の

補
助
金
を
充
実
さ
せ
て

い
く
。
Q
町
道
の
格
付
け
は
、
１

級
・
２
級
・
そ
の
他
の

三
段
階
に
な
っ
て
い
る
が
、

重
要
度
と
連
携
し
た
格
付
け

か
。
維
持
の
た
め
の
整
備
や

改
良
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他

町
道
よ
り
１
級
町
道
が
優
先

さ
れ
る
の
か
。

A
１
級
町
道
は
国
道
お
よ

び
県
道
と
と
も
に
町
内

の
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
構

成
し
て
い
る
道
路
で
あ
り
、

２
級
町
道
は
国
道
・
県
道
と

１
級
町
道
を
結
ぶ
道
路
で
あ

る
。
そ
の
他
町
道
は
１
級
町

道
と
２
級
町
道
を
結
ぶ
町
道

で
あ
る
。
維
持
改
良
に
つ
い

て
は
、
利
用
状
況
等
を
考
慮

し
、
歩
行
者
の
危
険
性
な
ど

を
確
認
し
、
実
情
に
応
じ
て

道
路
改
良
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
Q
格
付
け
に
関
わ
ら
ず
、

町
道
に
は
上
下
水
道
に

関
す
る
管
渠
が
埋
設
さ
れ
て

い
る
。
町
道
に
沿
っ
て
電
柱

が
立
っ
て
お
り
、
電
力
や
通

信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
町
道
の

維
持
は
、
町
民
生
活
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
き
わ
め
て
重
要

と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
見
解

は
。A

電
力
や
通
信
の
重
要
幹

線
も
あ
る
の
で
、
各
課

横
断
的
な
協
議
を
行
い
対
応

し
て
い
く
。

Q
東
地
区
の
光
通
信
回
線

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

共
用
の
特
殊
な
形
で
、
町
が

提
供
し
て
い
る
。
初
期
費
用

と
し
て
３
億
５
０
０
０
万
円

ほ
ど
か
か
っ
た
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
。

A
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
切

り
離
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
再
構
築
し
て

い
く
。
災
害
な
ど
で
損
傷
が

発
生
し
た
際
は
、
N
T
T
東

日
本
に
復
旧
を
依
頼
す
る
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号　１４

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
各
課
横
断
的
な

協
議
を

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
「
社
会
基
盤
整
備
」
を
進
め
て
い
く

　　　　  

ＱA

ね づ み つ ぎ　　　　　

根津光儀議員

重要な回線が通る町道辻 ･古谷線隣接民有地の
伐採作業



Q
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
テ

レ
ワ
ー
ク
移
住
が
進

み
、
群
馬
県
で
も
移
住
者
が

増
加
し
て
い
る
。
当
町
で
も

産
業
育
成
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
は
か
る
た
め
に
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
潮
流
に
柔

軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に

若
者
、
女
性
起
業
者
支
援
強

化
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

A
令
和
３
年
以
降
、
県
お

よ
び
町
支
援
補
助
金

制
度
を
活
用
し
た
事
業
者

は
申
請
予
定
者
を
含
め
６

件
。
５
名
が
40
歳
未
満
の
女

性
で
あ
る
。
今
後
も
小
口
資

金
融
資
制
度
を
は
じ
め
空

き
店
舗
利
活
用
補
助
金
等

各
制
度
の
周
知
・
活
用
を
推

進
し
若
者
や
女
性
起
業
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

Q
平
成
26
年
施
行
、「
産

業
競
争
力
強
化
法
」
に

基
づ
く
創
業
支
援
計
画
認

定
制
度
活
用
状
況
は
い
か

が
か
。
A
平
成
28
年
１
月
、
国
の

認
定
を
受
け
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
設
置
や

商
工
会
、
管
内
金
融
機
関
、

県
創
業
支
援
機
構
と
の
連

携
強
化
で
創
業
支
援
体
制

を
構
築
。
今
後
も
創
業
者
の

背
中
を
後
押
し
し
、
新
規
雇

用
や
新
規
事
業
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

Q
個
人
、
中
小
企
業
体
で

は
黒
字
経
営
に
も
か

か
わ
ら
ず
後
継
者
不
足
等

で
継
続
が
難
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
第
二
創
業
支
援
策

も
重
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。
A
後
継
者
不
足
に
よ
る

事
業
承
継
は
各
事
業

者
に
と
っ
て
切
実
な
課
題

で
あ
る
。
第
二
創
業
と
い
う

選
択
を
検
討
さ
れ
る
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
承
継
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
経
営

者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
に
適
切
な
助
言
が
行
え

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を

Q
ふ
る
さ
と
納
税
は
コ

ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り

需
要
に
よ
る
、
お
取
り
よ
せ

消
費
等
で
全
国
的
に
受
入

額
が
急
増
。
当
町
の
伸
び
は

ど
う
か
。

A
今
年
度
は
昨
年
同
期

の
約
２
倍
、
要
因
は

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
増
や
特

産
品
を
は
じ
め
、
ア
ガ
ッ
タ

ン
体
験
乗
車
な
ど
返
礼
品

を
多
数
増
加
し
た
成
果
と

考
え
て
い
る
。

Q
返
礼
品
の
新
規
開
発

の
現
状
と
課
題
や
、
寄

附
者
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
対

策
は
。
A
農
業
体
験
な
ど
の
返

礼
品
開
発
を
し
た
い
。

今
後
は
収
穫
物
や
滞
在
時

の
宿
泊
を
含
め
セ
ッ
ト
と

し
て
提
供
で
き
る
か
が
課

題
。
寄
附
者
に
は
水
仙
ち
ゃ

ん
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
町
紹

介
パ
ン
フ
を
同
封
し
関
係

人
口
増
に
努
め
て
い
る
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   若者・女性起業者支援で産業活性化を

関連機関の連携を進め創業者支援を実
施したい

　　　　  　　　　  Ｑ

A

た か は し の り き　　　　　

髙橋徳樹議員

１５　 東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号

返礼品のアガッタンの体験乗車



東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号　１６

　

中
学
生
議
会
の
中
止
に

よ
り
、
議
会
に
来
る
機
会

の
な
か
っ
た
東
吾
妻
中
学

校
３
年
生
が
、
地
方
自
治

の
授
業
で
町
議
会
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん

だ
こ
と
あ
る
人
？
」
の
問

い
に
、
手
を
上
げ
た
の
は

４
、５
人
で
し
た
。

　

第
63
号
議
会
だ
よ
り
を

読
ん
だ
感
想
を
聞
く
と
、

「
中
学
生
に
も
わ
か
る
よ

う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

ペ
ー
ジ
も
あ
っ
て
、
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」

「
議
会
で
は
た
く
さ
ん
の

審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
っ
た
」

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
の
身
近
な
場
所
の
写
真

が
載
っ
て
い
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　　　　東吾妻中３年生、
　　　　　　　　　議会を学ぶ

図書館がほしい

　集中して勉強できたり、趣味の絵を描く
などゆっくりできてお金を払わないで入れ
る図書館がほしい。東吾妻町には図書館が
なく、勉強できる場所など学生が集中でき
る場所がないから、そういう場所がほしい。

　

議
会
と
聞
く
と
難
し
そ

う
で
す
が
、
感
想
に
も
あ

る
よ
う
に
中
学
生
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
身
近
な

問
題
を
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。

　

東
吾
妻
町
の
予
算
や
決

算
を
学
ん
だ
後
、
町
議
会

で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
こ

と
や
町
へ
の
要
望
を
、
グ

ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
か
」

「
今
、
町
に
足
り
な
い
も
の

は
何
か
」

　

中
学
生
の
視
点
か
ら

様
々
な
意
見
が
出
た
の
で

一
部
紹
介
し
ま
す
。

明るく魅力ある町にするために、ぼく・わたしの声
上毛かるたをもっと盛んに

　県大会がなくても、町の大会を開いてほし
い。小中学生だけではなく、高校生や大人に
も触れてほしい。
　県大会で良い成績をおさめていることを
知って、強い町として有名になってほしい。

外灯をもっと増やして

　夜、車で親と帰宅していると、外灯が少
なく、視界が悪いためとても危険だなと思い
ました。特に冬は暗くなるのが早く、学生が
帰る時間帯も暗いので外灯の設置を希望しま
す。安全・安心のためにもお願いします。

アニメやアイドルイベントの開催を

　アニメイベントに参加すると、ゆるキャラ
とアニメキャラのコラボ商品などはすぐに売れ
てしまいます。町でも水仙ちゃんとのコラボ商
品をイベントで売ることにより、町の活性化に
つながり、自分たちも楽しめると思います。

3年３組にお邪魔
しました！



１７　 東吾妻町議会だより　令和４年２月１日　６４号

その他 21 件
町民体育館無料開放
自然を大切に
川や町をきれいに
デビルズタンサンド
イッチを作って　　　　
　　　　　などなど 若い人が楽しく住めるよう

　　　○○が欲しい 61 件
ショッピングモール　　　   12 件
( 屋外）バスケットコート 　10 件
原町以外にコンビニやお店　９件
公園やアスレチック　　　　５件
図書館など自習できる場所　５件
プールやジム　　　　　　　４件
ゲームセンターなど娯楽施設４件
その他のスポーツ施設　　　３件
　　　　　                                 など

通学路の安全など
　　交通対策　36 件
街灯を増やす　　　　13 件
原町駅に Suica 設置　 ４件
電車の増便　　　　　４件
歩道を広げる　　　　２件
鳥のフン対策　　　　２件
電車代の補助　　　　２件　
　　　　　　　　        など

３年生全クラスの意見 (複数回答１４７）

少子化対策６件

商店
街活
性化
や空
家対
策９
件

　観光スポットを増やす９件

中
澤
恒
喜
町
長
か
ら

        

中
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

 

今
年
度
も
中
学
生
議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、

元
気
な
皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

 

授
業
で
議
会
に
つ
い
て
学
び
、
様
々
な
分
野
に

１
４
７
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い

感
性
の
視
点
で
町
を
見
た
貴
重
な
ご
意
見
で
す
の

で
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

皆
さ
ん
に
は
、
明
る
い
将
来
が
あ
り
ま
す
。
目

標
に
向
か
っ
て
、
勉
強
に
部
活
動
に
大
い
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

アガッタンの PRを
　
　岩島地区のトロッコ自転車の PR活動はど
のように行っていくのか？　SNS を活用し
たりYouTubeの広告では見たことがあるが、
これには費用があまりかからないので、継
続してほしい。

原町地区以外の活性化

　原町以外の東・太田・岩島・坂上にコン
ビニや店をつくってほしい。
　高齢の方で車に乗れない人もいるので、
歩いても行けるところに店がほしいです。

中学生らし
い斬新な

意見や鋭い
意見もた

くさんあり
ました。

原町駅に Suica 設置　 ４件
電車の増便　　　　　４件
歩道を広げる　　　　２件
鳥のフン対策　　　　２件
電車代の補助　　　　２件　
　　　　　　　　        など

徒歩や自転車で通う
中学生にとっては、
通学路の問題は切実！

若い人がこれからも住
み続けたいと思う町づ
くりが大切ですね。

有名人を呼んでイベント
水仙ちゃんと人気アニメの
コラボ商品　など

妊婦さんへの支援
高校生への英検漢検の助成
拡大　など

アガッタンの PR
不動の滝ライトアップ
岩櫃城の再現　など

駅前の商店街を若者や観
光客が集まれる場所に　
など

これからも住み続けたい

知名度を上げる５件

　たくさんの意見ありがとうございました。



 

コ
ロ
ナ
の
景
気
悪
化
で
、

水
道
料
金
改
定
見
送
り 

　

定
例
会
中
の
委
員
会
で
は
、

町
長
・
副
町
長
を
は
じ
め
、８

課
の
所
管
課
長
の
出
席
の
も

と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町
の

経
済
状
況
と
対
策
等
に
関
す

る
こ
と
を
中
心
に
質
疑
、
論

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
た
上
下
水
道
料
金

値
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
景

気
悪
化
や
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン

等
、
日
用
品
の
相
次
ぐ
値
上

げ
の
状
況
を
受
け
、
見
送
り

す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
委
員
か
ら
は
、
消
防

団
出
動
手
当
支
給
の
現
状
、

民
間
業
者
に
よ
る
東
地
区
で

の
太
陽
光
発
電
事
業
の
工
事

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　

町
の
答
弁
で
は
、
適
正
な

出
勤
手
当
の
支
給
状
況
の
確

認
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
工

事
完
成
が
令
和
４
年
１
月
の

予
定
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
旧
役
場
跡
地
の

利
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
東
洋
大
学
と
協
議
･
意
見

交
換
が
実
施
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。　

教
育
現
場
の
今
と
昔
、

視
察
で
情
熱
を
再
認
識

　

定
例
会
中
教
育
関
係
の
調

査
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
関
係
で
は
、
東

吾
妻
中
学
校
体
育
館
天
井
の

安
全
ネ
ッ
ト
設
置
に
つ
い
て

は
工
事
完
了
と
な
り
、
万
一

の
は
く
離
物
の
際
に
そ
の
機

能
を
十
分
に
発
揮
す
る
で
あ

ろ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

太
田
小
学
校
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
、
太
田
学
童
保
育

施
設
移
転
工
事
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
達
の
安
全
が
身
体
・

精
神
両
面
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
さ

れ
る
も
の
と
確
認
し
ま
し
た
。

滞
在
中
に
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク

使
用
中
の
授
業
な
ど
を
参
観

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
関
係
で
は
、
県

指
定
天
然
記
念
物
「
稲
田
の

ヤ
マ
ナ
シ
」「
唐
堀
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ
」
を
視
察
。

　

明
治
初
期
の
本
宿
、
三
島
、

郷
原
の
小
学
校
跡
地
３
ヵ
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
明
治
５
年

の
学
制
施
行
後
、
明
治
７
年

に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
寄
付

活
動
に
よ
り
開
校
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
、
当
時
の
教
育

に
か
け
る
情
熱
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

各委員会からの活動報告　　

東吾妻町議会だより　令和 4 年２月１日　６4 号　１８

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水

コロナ対策をした委員会の様子

chromebook を使いこなす小学生を参観

県
指
定
・
唐
堀
モ
ク
ゲ
ン
ジ



　　

執
行
部
よ
り
、
令
和
４
年

か
ら
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
導
入
予
算

計
上
す
る
こ
と
、
ま
た
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
が
実

演
さ
れ
、
同
シ
ス
テ
ム
を
導

入
済
の
自
治
体
へ
の
職
員
視

察
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
に
関
し
て
デ
ー
タ
保
護
等

の
安
全
性
に
関
し
て
精
査
を

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

坂
上
地
区
デ
マ
ン
ド
バ
ス

に
関
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
新

規
感
染
者
は
減
少
傾
向
な
が

ら
、
利
用
者
は
増
え
な
い
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
現
行
の
バ
ス

運
営
で
ま
だ
不
便
に
感
じ
る

部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

的
確
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
求

め
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
町
営
住
宅
に
関
し
て

は
老
朽
化
住
宅
の
整
理
縮
小

や
新
設
も
含
め
た
町
営
住
宅

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
執
行
部

に
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

去
る
11
月
19
日
、
群
馬
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
、
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

井
上
日
出
来
副
委
員
長
、
髙

橋
徳
樹
委
員
、
事
務
局
か
ら

担
当
職
員
の
計
３
名
が
研
修

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
全
国
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
の
芳

野
政
明
氏
。
音
読
し
て
読
み

や
す
い
文
章
作
り
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
読
者
を
中
心
に

し
た
編
集
に
努
め
る
こ
と
な

ど
、
広
報
紙
作
り
の
大
切
な

視
点
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
近
年
、
議
会
報
告
会

を
実
施
す
る
議
会
が
増
え
て

好
ま
し
い
が
、
広
報
と
同
等

に
広
聴
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

広
聴
し
た
こ
と
を
記
事
に
し

て
住
民
を
積
極
的
に
紙
面
に

紹
介
す
る
こ
と
な
ど
、
熱
意

の
こ
も
っ
た
有
意
義
な
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
さ
ら
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
作

り
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。

各委員会からの活動報告　　

講
師
の
先
生
（
中
央
）
と
情

報
交
換
す
る
編
集
委
員
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

行
財
政
改
革

　
　
　

特
別
委
員
会

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅

議
事
録(

会
議
録)

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す

　

本
会
議
の
議
事
録
、
委

員
会
や
議
員
全
員
協
議
会

の
会
議
録
は
、
閲
覧
で
き

る
よ
う
議
会
事
務
局
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
定
例
会
・

臨
時
会
の
議
事
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

本
会
議
で
の
質
疑
や
一

般
質
問
の
正
式
な
や
り
と

り
は
、
議
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
こ
ち
ら
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。）

　
　
　
　
　

←　



　

昨
年
来
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
デ
ル
タ
株
に
加
え
変
異
し
た

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
速
に
感
染

拡
大
し
、
市
中
感
染
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。第
６
波
に
入
り
、

第
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
。
当
町
で
も
２

月
下
旬
よ
り
高
齢
者
か
ら
順
次

接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
感
染
対
策
を
行

い
、
経
済
活
動
が
再
開
で
き
る

よ
う
、
議
会
と
し
て
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
外
し
笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
の
た
め
に
。
春
よ
早
く
来
い

と
。　
　
　

   （
高
橋　
　

弘
）
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■ まちの声

東吾妻町ホームページ
www.town.higashiagatsuma.gunma.jp/
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議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開されてい
ます。傍聴希望の方は、役場３階の議会事務局ま
でお越しください。
　　　コロナ対策のため、マスクの着用をお願いします。

　次回の定例会は３月４日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

本会議

本会議 常委 常委 特委

特委
全協

本会議 本会議

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　３月定例会予定表　　　

　私が農業を始めたのが13年前になります。そ
の頃とは、田畑の風景が変わりつつあり、耕作
放棄地や遊休農地が多く見られるようになり
ました。
　農業者の高齢化と農業人口の減少は近年始
まったわけではありませんが、「畑が空いたか
ら使うかい？」という声をかけていただくこと
が多くなり、実感しています。栽培面積を増や
したい私からしますと助かっていますが、同じ
農業者が少なくなっていくのは寂しいです。
　それは、東吾妻町だけではなく、全国的に同
じ状況だと思います。
　私が住んでいる岩島地区でも昔は養蚕、こん
にゃく、薬草等の栽培が盛んで、その他にもた
くさんの作物が栽培されていて、農地を拡張
し、区画整理もされていたと聞いています。
　私が継いだ農地も、戦後祖父と父が開拓した
土地で、榛名山麓の北側に面していて、標高
７００メートル程の位置にあり、夏でも風が通
り品質の良い野菜が栽培できます。

　

　他にも東吾妻町には良い農地がたくさんあ
り、多品目な作物が栽培されていますが、農地
はたくさん空いています。耕作されていない畑
を耕作放棄地にしないため、草刈りや耕運をす
る作業も大変です。町内外で適正に農地を利用
してくれる人がいれば、耕作放棄地にしないた
めの作業も軽減されると思います。
　私は、自分が耕作できる範囲で農業に取り組
んでいますが、農業者が以前のようにまた増え
て、農業が盛んな田畑の風景が見られるように
なればいいなと思っています。

「豊かな土地で農業を盛んに」

　　中井　匡さん   （42歳 /厚田在住）

畑から見た雄大な風景（岩島長藤地区）

な  か  い　　　　まさし　


